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諸外国の合計特殊出生率の推移(2014．3時点) 
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資料： 人口動態統計(日本)、Eurostat(イギリス）、Bilan demographique(フランス)2012年は暫定値、Statistisches Bundesamt(ドイツ)、Statistics Singapore（シンガポール）、Summary of Population 
Statistics(スウェーデン)、National Vital Statistics Reports(アメリカ)、Final Results of Birth Statistics in 2011(韓国) 
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○我が国の出生率を諸外国と比較すると、ドイツや南欧・東欧諸国、アジアNIES とともに、国際的にみて最低の水準。 
○また、2006年以降の出生率は、横ばいもしくは微増傾向だが、2012年も1.41と依然として低い水準にあり、長期的な少子化の 
 傾向が継続している。 


